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学 生 が 困 っ た場 面 を振 り返 る こ との学 習効 果
一精神看護学実習におけるプロセスレコードの分析より一
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要 約
精神看護学実習では、学生が患者 とのかかわ りの中で生 じる様 々な反応か ら自己を振 り返 り、や りとりの意味
を考 えることで患者― 看護者関係 を発展 させてい く。なかで も学生が患者 とのかかわ りの中で しば しば遭遇する
「困った」場面は、プロセスレコー ドの記述 をとお して振 り返ることで、看護者 として新たな気づ きを得る重要な
機会 となる。今回、精神看護学実習 において、学生が記述 したプロセス レコー ドの 「困った」場面47例を対象 に、
その記述内容 を分析することで、患者― 看護者関係の発展 における学習効果について検討 した。その結果、以下
の点が明らかになった。
1.学生が 「困った」場面 は、患者の悩み を打 ち明け られた り、幻覚 ・妄想などの精神症状 に遭遇 した場面 など
であっ た。
2.「困った」場面 において学生は、患者の言動 に対 してどのように答えたらいいのか といったその場の対応方法
に関心が向いていた。
3.「困った」場面の振 り返 りでは、学生 は自己の困惑 した感情 に気づ くよ りも、対応方法を反省 し、今後のかか
わ りの方向性 を見いだそうとしていた。
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Ⅰは じ め に
精神看護学実習では、精神健康上の問題のために、生
活や対人関係 に困難 を抱えている対象への援助活動 を通
して、精神看護の機能 と看護者のかかわ りについての理
解 を深めることを学習 目的 としている。実習上での学習
課題 は、対象の精神健康上の問題が 日常生活や対人関係
にどの ような影響 を及ぼ しているかを捉 えること、また、
対象の言葉や行動の持つ意味 を考えることで、その人 ら
しさを把握 しながら精神諸症状 に対する看護 のかかわ り
について捉えるこ と、さらに対象 とのかかわ りにおいて
生 じる自分の気持 ちや価値判断などに気づ き、患者一看
護者関係の理解を深めることである。なかでも、学生が
患者 とのかかわ りの中で生 じる患者の様々な反応か ら、
自分 自身の感情や行動 を振 り返 り、看護者 としての 自己
のあ り方を考えることは、患者 一看護者関係 を発展 させ
てい く上で重要 な学習課題 となる。
精神看護学実習において患者 一看護者関係 を振 り返る
方法 として、本学ではプロセス レコー ドを実習記録 とし
て活用 している。プロセス レコー ドは、患者 とのや りと
りを時間をおいて振 り返ることで、患者 との問にどのよ
うな対人関係が生 じているかを明 らかに し、そ こか ら自
己の傾向性 を知 り、看護者 として成長 してい くための自
己学習の手段 として有効である1)、2)。精神看護学実習で
学生は、患者 とのかかわ りをとお して、泣 いた り、喜ん
だ り、怒 った り、困惑するというような様 々な体験 をす
る。 しか し、学生の中には困惑 しているにもかかわ らず、
患者 との問に何が生 じたのかを客観視で きない場合があ
る。患者 とのや りとりの中で困惑する というような場面
をプロセス レコー ドをとお して振 り返ることは、 自己の
隠された感情や知識、技術 の限界 といった新たな気づ き
を得 る機会 となる3)。つ まり、学生に とって困惑 した場
面 とは、対人関係のあ り方を学んでい く上で重要な場面
であるといえる。そこで筆者 らは、困惑 した とい うよう
名古屋市立大学看護学部(精神看護学)
な体験 を学生 自身が どの ように認識 しているのか、 また
患者 一看護者関係の学習 としてどのようにとらえている
のかについてプロセスレコー ドの内容を分析 し、検討す
る必要があると考えた。
これ までのプロセス レコー ドに関する研究は、学生の
対人関係の傾向やコ ミュニケーシ ョンの持ち方について
報告 したもの4)5)や、その記載内容か ら指導方法の効果 に
ついて述べ られた もの6)7)が多い。しか し、プロセスレコー
ドの場面か ら、学生が何を感 じ、 どの ように考察 してい
るのか とい うような学生 自身の体験や学習内容 を明 らか
にしたものは少ない8}9)。また、学生の 「困った」場面 を
取 り上げてプロセス レコー ドを分析 し、学習状況 を明ら
かに した ものはない。
本研究は、学生が精神看護学実習において患者 とのや
りとりの中で遭遇 した 「困った」場面に注 目し、それは
どの ような場面であるのか、 また学生がどのような反応
や対応方法 をとってお り、そこから何 を学んでいるのか
といったプロセスを検討 した。また、その結果か ら、学
生の 自己成長を促す指導の方向性 を考えるものである。
Ⅱ.研 究 方 法
1.研 究 対 象
1999年9月～11月まで、精神看護学実習の うち1週 間
の臨地実習を行 なつたN看 護短期大学部3年 生のプロセ
ス レコー ド(135例)。その うち 「私が感 じた り考えた り
したこと」の欄 に書かれた 「困った」「どうしよう」など
をKey Wordsとして、学生 が率直に 「困った」 と感 じた
場面47例(学生の了承が得 られた もの)を 対象 とした。
なお、プロセス レコー ドは、精神看護学実習のなかで気
がか りになった場面について実習中に1枚 以上記入する
よう説明 し、記載 された ものである。
2.分 析 方 法
プロセスレコー ドの記載か ら、学生が① 「困った」 と
感 じた場面、②困った場面での学生 の気持ち ・反応、③
困ったときの対応 、④ 「困った」場面のや りとりの解釈、
⑤全体場面の考察について内容を抽 出 し、その内容か ら
どの ような傾向があるか を検討 した。
Ⅲ.結 果
1.学生が 「困った」 と感 じた場面はどのような場面で
あったか
学生が 「困 った」 と感 じた場面 を分類 した結果は表1
に示す とお り、対象 となる47例の うち、患者から悩み を
うち明けられた場面が14例、患者の精神症状 に遭遇 した
場面が11例、患者か らかかわ りを拒否 された場面が7例
などであった。
表1.学 生が困 ったと感 じた場面 n=47
1.患 者か ら悩みを打 ち明け られた
2.患 者の精神症状 に遭遇 した
3.患 者か らかかわ りを拒否 された
4.患 者の沈黙
5.患 者か ら質問 を受 けた
6.そ の他
14例
11例
7例
4例
4例
7例
各場面の具体的な記載例 については表2に 示す とお り
である。患者 から悩みをうち明けられた場面 は、病気 に
なったことによる辛い体験(事 例1)や 、入院 したこと
の辛さや悩み(事 例3)な ど、患者の病気や入院といつ
た体験の中か ら発せ られた言葉 によるものであった。 ま
た、患者の精神症状 に遭遇 した場面 は 「化け物がいるか
ら怖 い」(事例5)、「顔がね一、3つ に割れ とるだよ」(事
例6)な ど、患者の幻覚や妄想などの病的体験 からの言
動であ り、患者か らかかわ りを拒否 された場面では、学
生が声 をかけたとたんに 「あっち行 つて」 と訪室 を拒否
された(事 例8)、ケアを拒否 された(事例9)と いつた
患者の言動 によるものであった。患者の沈黙場面では、
学生が励 ましたら患者が沈黙 した(事例10)、学生が患者
に質問 を受 けた場面で は、「精神病 院 につ いて どう思
う?」(事例11)や「何 している時が楽 しい?」 など、患
者に質問 された ものであった。その他 に、患者か らの結
婚 の申 し込みや、「ちょっと抱 いていいですか」な ど性的
なことを言 われた(事例12)、受け持ち患者が他の入院患
者を中傷 して顔をしかめた(事 例13)などであった。
2.困 ったときの学生の気持 ち ・反応
困った場面での学生の気持ち ・反応 については表3に
示す とお りである。精神的に調子が良 くないと言 う患者
に対 して何 を言えばいいのか言葉が見つか らない(事 例
2)、かかわ りを拒否 されてどうしようと途方に暮れる
(事例10)など、患者 の言動に対 して 「なんて答えればい
いんだろ う」「どうしたらいいんだろ う」と対応方法を考
えているもの(A一1)が42例であった。一方、「やばい。」
(事例1)、「わあ、困った、困った。」(事例3)な ど、
困った時に感 じたことをそのまま表現 しているもの(A
-2)が11例であった。
表3.困 った場面 での学生の気持ち ・反応(重 複あ り)
n=47
A-1.対 応方法 を考えている もの
A-2.感 じたことをその まま表現 しているもの
42例
11例
表2.「困った」場面 とその振 り返 りの記載例
表2-3)患 者 からかかわりを拒否 された
3.困 った場面 での対応
困った時 に学生がどのように対応 したかについては表
4に示す とお りであ り、精神的に調子が良 くない と言う
患者 に対 して 「そ うですか……」 と返答 した(事 例2)、
かかわ りを拒否する患者 に対 して 「わか りました。 また
あ とで来ますね」 とその場 を去 った(事 例9)な ど、 と
りあえず相手の言葉や意向 を受け止めた(B-1)が13
例であった。次いで、「自分は どうして入院 しているのだ
ろ う」 と悩みをうち明ける患者 に対 して、困 りなが らも
学生 自身が沈黙 した(事 例3)、患者の沈黙 に言葉 に詰
まった(事 例10)など、返答で きず沈黙 した(B一2)
が12例であ った。 さらに、「死にたいわ……」という患者
に対 して理由を尋 ねた り(事 例4)、「化け物がいるから
怖 い」 と言 う患者 に対 して 「どんな化 け物 ですか?」 と
聞 く(事 例5)な ど、患者の言動の意味 を質問 をして確
かめ ようとした(B-3)が8例 であった。 また、精神
病院 について患者 に尋 ねられて 自分な りの印象を精一杯
答えた り(事例11)、患者の性的な行為 に対 して 自分の意
志 を伝 える(事 例13)など、自分の考 えを述べる(B-
4)が8例 であった。 そのほか、患者か ら悩みをうち明
けられて励 ましの言葉 をかけた(事例1)な ど、慰めた(B
-5)7例 、話題 を変 えた(B一6)2例 であった。
4.困 った場面でのやりとりの解釈
学生は困 った場面 をどの ように解釈 したかについて
は、表5に 示す とお りであ り、「患者の発言 に戸惑ってい
る」(事例4)や 、「焦って しまった」(事例5)な ど、そ
の時に抱 いた 自己の感情 の振 り返 り(C一1)に 関する
記述が24例であった。次いで、患者の精神症状に対 して
うまく対処で きなかった(事例6)、性 的行為 に対 しはっ
きりと否定する(事 例12)などのように、 コミュニケー
ション技術の振 り返 り(C-2)に 関する記述が18例で
あった。また 、患者の訴 えに対 して患者の言葉の根底 に
あるものや言葉の意味 を知 りたい(事 例2・ 事例3)な
ど、患者の気持 ちの振 り返 り(C一3)に 関する記述が
9例、記載 なし(C-4)が2例 であった。
5.全体場面の考察の内容
場面全体 を学生 自身が振 り返 った内容については表6
に示す とお りであった。 どうして入院 しているのだろう
と言 う患者 に対 して 「患者がなぜそのように思 うのか、
言葉の裏側 をもっと考えていけるように しなければなら
ない」(事例3)や 、患者の精神症状 に対 して 「自分の焦
りの気持 ちが先立って、患者の気持ちが理解で きていな
い」(事例5)な ど、場面全体 を振 り返 り自分の感情や反
応の しかたを反省 し、今後の方向性 を見いだす(D-1)
が32例であった。
また、患者の精神症状 に遭遇 した学生は 「今後 も幻聴
が聞こえて くることがあると思 うのでどのような幻聴が
あるのか少 しで も理解 していきたい」(事例7)な どの よ
うに、患者の状況を考え対応の方向性 を見いだす(D-
2)が9例 であった。 この他には、「コ ミュニケー ション
が うまくとれていない。」(事例6)な ど、コミュニケー
ション技術 を反省 し、今後の方向性 を見いだす(D一3>
が6例 、その他(D-4)が1例 であった。
IV.考 察
1.学生が 「困った」 ことの意味
学生が患者 とのや りとりで 「困った」場面については、
患者の苦 しみや悩みを打ち明け られたり、患者の幻覚 ・
妄想などの精神症状 に遭遇 した場面 などであ り、心の病
を持つ ことによって生 じた患者の悩みや精神症状 を目の
当た りにした場面であった。
「ウイー ンに行 きたかった。で もこんな病気 になって、
もう行けない。」(事例1)や 「精神的に調子が悪いんで
す。」(事例2)な どに見 られるような患者の言葉は、患
者のそれまでの生活史や病気 の体験、人間関係のあ り方
に反映 された言葉である。 この ように、患者が看護者 に
注 ぎ込む感情 の多 くは、患者 自身の 自己嫌悪や怒 り、無
力感 といつた ネガティブな感情であることが多い10)。患
者がかかわ りの中でそれを学生に打ち明けるとい うこと
は、悩みを話すこ とで現在の気持 ちに気付いてほ しい、
癒 されたい とい うメッセージが含まれているもの と考え
られる。学生は、その ような患者の言葉の意味を理解 し
たい と思っているが、そこに込め られた思いの深 さをは
か り知 るまで には至っていないため、戸惑いを感 じ、困
惑 している と思 われる。
また、患者の精神症状 に遭遇 して困った場面や、患者
か らかかわ りを拒否 されて困った場面など、他の場面 に
おいて も、患者の病的体験や患者から拒否 されているこ
とを目の当た りに し、驚 き、何が起 こっているのかっか
めず に、困惑 していたと考 える。
2.「困った」場面における学生の心理状態
「困った」場面での患者の言動に対 して、学生は 「え?
何?」 「困った、困った。」 など、その時に感 じた ことを
そのまま表出 している もの もあったが、困惑 している自
分の感情 を見つめるよりも、「何 て言お う」「どうしたら
いいんだろう」と対応方法が見つか らずに困惑 していた。
つ まり、困った時の学生の関心は、その時の 自分の気持
ちや感情 を見つめ、あ りのままの自分の気持ちを患者 に
表出することよりも、その場の対応方法 に向け られてい
ると思われる。
これらの背景 には、 うれ しい、心地よい といった肯定
的な感情は表出 しやすいが、困惑 などの否定的な感情の
場合は、それ をうまく表出することがで きず に、解 決策
を見いだすことで 自己の安定性 を図ろ うとす る学生 自身
の心の葛藤があると考えられる。宮本は 「看護者が患者
とのや りとりの中で抱いた正直な気持ちが、共感や充実
感などの肯定的な感1青な らともか く、怒 りやい らだちと
いった否定的 な感情 の場合は多 くの看護者はそれを患者
に向けて表出 しないように している」3)と述べ ている。
つま り、困った場面において学生は、自己の否定的な感
情 を患者 に向けて表出 しない よう、なんとかその場を乗
り切ろ うと考 え、そのため 「とりあえず同意」をした り、
「そんなことないと慰める」 といった対応や、学生 自身
が沈黙を したのではないか と考 えられる。
3.「困った」場面の振 り返 りの プロセス
プロセスレコー ドの分析 を通 して、「困った」場面での
振 り返 りのプロセスは図1の ようにまとめ られた。学生
は患者か らの様々な思いや精神症状 に戸惑い、困惑 して
いた。 しか し学生はその困惑 した自分の気持ちを見つめ
るよりも、対応方法 に関心を向け、その場 を精一杯対処
しようとしていた。そ して、時間をおいて自己や患者の
感情 、コミュニケーション技術 などを振 り返ってはいる
が、最終的には患者 に抱いた否定的な感情や対応 を反省
し、今後のや りとりの方向性 を見いだそ うとしていた。
学生の 「どうしたらいいのか」 という思いは、 自己を
客観視で きないために発せ られた自分自身への問いかけ
である といえる。 しか し、「どうした らいいのか」という
ことに重点を置 くよりも、「そこに何がおきていたのか」
を考 えることが重要 であ り、「そ こに何がお きていたの
か」 を知ろうとす ることは、 自分の限界や本来の 自分の
姿 と向 き合うことであるといえる。 これは学生 にとって
は痛みをともなう辛い体験であるか も知れない。しか し、
患者 とのや りとりの中で 「そ こに何がお きていたのか」
を理解 しなければ、「どうした らいいのか」はわか らない
であろう。
患者 一看護者関係の発展 において、看護者 と患者が共
に人間的な成長を遂げてい くため には、両者の間で どの
ような対人関係が生 じているかを見極めることが必要に
なる2)。患者 一看護者関係の中で生 じる様々な出来事は
全て相互作用 によってお こるものである。看護者が自分
の気持 ちを患者に伝えることは、患者が看護者 に自分の
気持 ちを伝 える機会 となる。そ して、 こういったや りと
りが、患者一看護者関係の発展において重要な意味があ
る。その第一歩 として、看護者が 自分 自身の感情や気持
ちに目を向け、何 を悩んでいるのか、何がそ うさせ たの
か というように、自分 に関心 を持つこ とが必要であると
いえる。 また、それによって初めて患者の気持 ちも理解
で きるようになると考 える。つま り、困っている自分に
気づ くことで、悩 んでいる患者の気持 ちを理解で きると
いうことであ り、患者 と共有の体験 を通 して人 と人 との
ふれあいを学 んでい くことが、看護者 として、また人問
としての成長 にもつながると考えられる。
したがって、学生が臨床実習を通 して患者 との相互作
用の中で体験する 「困った」場面 に関 しては、臨床指導
者お よび教員は、対応方法 に焦っている学生の気持 ちを
まずは受け止め、そこに何が起 こっているのかというこ
とを学生 と共 に考 えることが必要である といえる。そ し
て、学生が自己の感情 を客観的に受 け止め、そこから自
己のあ りようを考 えることがで きるよ う支えてい くこと
が必要である。患者 とのや りとりの中で生 じる自分では
取 り扱 うことのできない否定的な感情は、臨床指導者や
教員、他の学生 メンバーが共有するこ とで学生 にとって
受け入れ られる ものへ と修正 されてい く。 この感情 を修
正するという体験は、今後の患者一看護者関係の学習に
大いに役立つ と思われる。
V.結 論
精神看護学実習において記載 され、提出 されたプロセ
スレコー ドの うち、学生が 「困った」場面に注 目し、そ
の学習課程 を検討 した結果、以下の点が明 らかになった。
1.学生が 「困 った」場面 は、患者 の悩みを打 ち明けら
れた り、幻覚 ・妄想などの精神症状 に遭遇 した場面 な
どであった。
2.「困 った」場面で学生が感 じたことや考えたことは、
自己の戸惑 っている感情 よりも、対応方法に関心が向
いていた。
3.「困った」場面の解釈では、時間をおいて振 り返 りを
することで、その時の自分 の感情や反応 を見つめては
いるが、なぜ そ う感 じたのか とい つた深い洞察 には
至っていない。
4.「困った」場面全体 の考察では、多 くの学生が困惑 し
た自己を反省 し、今後の 自分の対応方法のあ り方を見
いだそ うと していた。
以上の結果から、「困った」場面をプロセスレコー ドを
使 って振 り返ることで、学生 は自己の傾向性 に気づ くこ
とよ り、かかわ りの方法 に関心が 向いているこ とがわ
かった。 また、今後 の精神 看護学実習 におけ る学生の
「困った」場面 については、学生の困惑 した気持ちを受け
とめ、学生 自身が 自分の感情 に目を向け、自分の気持 ち
を考えることで相手を理解 してい くという学習のプロセ
スを、学生の気持ちを支えなが ら指導 してい くことが必
要である。
最後 に、調査にご協力 くださいま した学生の皆様に深
く感謝いた します。なお、 この論文は 日本看護学教育学
会第10回学術 集会で発表 した ものを一部加筆 ・修正 した
ものである。
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Effectiveness of Considering the Significance of the Scene 
     When Nursing Students  Feel  Difficulties  : 
Analysis of Process-Record in Psychiatry Mental Health Nursing Practice
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                                      Abstract 
 In the  psychiatric nursing practicum, the nurse-patient relationship develops as students look back on their 
actions from the various reactions that occur in their relations with patients, and consider the significance of their 
exchanges with patients. Through a process record of the "problematic" situations that are often encountered by 
students in their dealings with patients, students examine the meanings of their exchanges with patients. This 
provides them an important opportunity to make new realizations about themselves as nurses. The present study 
targets 47  instances of "problematic" situations that were recorded by students in the process record, and, by 
analyzing the contents of the record, investigates their effect on  learning in the development of the nurse-patient 
relationship. The following points were revealed. 
1. Situations that were "problematic" for students included those in which patients confided their troubles or the 
 students encountered psychiatric symptoms such as hallucinations or delusions. 
2. In these  "problematic" situations, students focused not on their own perplexity but rather directed their concern 
 toward ways of dealing with the situation, or how they should respond to the  patient's words or actions. 
3. In looking back on the nurse-patient relationship in  "problematic" situations, students used the process of 
 personal relations to try to discover future directions by reflecting on how they handled the situations, more than 
 to realize their own tendencies. 
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